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野辺地町商工会（松山隆志会長）が９月６日・７
日にかけて、２０２５のへじ商工産業まつりを開催
しました。
６日の前夜祭は愛宕公園を会場に行われ、チャレ
ンジカラオケや郷土芸能「ささ踊り」、野辺地町消防
団による「まとい振り」が披露されました。さらに、
昨年に続いて小型煙火（花火）の打ち上げも行われ、
夜空を彩る光とともに会場は大きな歓声に包まれま
した。
７日は場所を野辺地町立体育館に移し、商工産業
まつりが開催され、参加企業によるＰＲコーナーや
特売品の展示販売、子ども職業体験コーナー、キッ
チンカーや露店ブースなど、多彩な催しで会場は多
くの来場者で賑わいました。
また、ビンゴ大会や商工会女性部による茶粥のふ
るまいなども行われ、子どもから大人まで楽しめる
イベントとなりました。
地域の産業と人々のつながりを感じられる、活気
あふれる二日間でした。

６日 前夜祭

� �特 集
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７
日

商
工
産
業
ま
つ
り
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����������� �����������青森県立野辺地高等学校 創立100周年記念式典

令和７年１０月１１日、青森県立野辺地高等学校（以下：野辺地高校）は、創立１００周年

を迎え、母校の歴史と未来を祝う記念式典を盛大に挙行しました。

式典には来賓をはじめ関係者、生徒など約２５０人が出席し、旧制野辺地中学校から引き

継ぐ「質実剛健」「自治協同」「能率増進」の三綱領の精神を胸に、さらなる飛躍を誓いました。

式典では、柴崎剛吉校長が「先人たちの熱意と不断の努力を再認識し、地域とより強固に連

携して着実に歩んでいく」と式辞を述べ、続いて、協賛会会長の野村町長から歴代校長らへ感

謝状が贈呈されました。

また、生徒会長の笹倉叶未さんは「スローガンである三綱領を胸に刻み、新しい時代を積み

重ねていく」と力強く誓いの言葉を述べました。

続く記念講演では、野辺地町歴史を探る会会長の鈴木幹人氏が講師を務め、「私の野高時代

～あの頃に戻れたら～」と題して、思い出を交えながら野辺地高校の歩みと地域との関わり

について語りました。

旧制野辺地中学校は１９２６年（大正１５年）に創立され、１９４８年（昭和２３年）に野

辺地高等女子校と統合して現在の野辺地高校となりました。これまでに２４，１１４人が卒

業し、多くの人材を社会に送り出しています。

������町のニュース
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���������お米を寄贈しました

町耕作放棄地対策協議会が９月２５日、９
月中旬に収穫した新米を町の社会福祉協議
会と町内の幼稚園・保育園に寄贈しました。
今回寄贈されたのは、協議会員と営農体験
者が協力して育てた「まっしぐら」と「はれ
わたり」の野辺地ブレンド米です。
社会福祉協議会では町内の食関連福祉事
業に、各幼稚園・保育園ではおにぎりパー
ティなどの食育活動に利用される予定です。

町耕作放棄地対策協議会田村敬一会長(左)と
町社会福祉協議会上原子秀志会長(右)

�����������������こかぶのトップセールスを行いました

東京都中央卸売市場で「こかぶ」のＰＲをする町長(中央)

ＪＡゆうき青森農業協同組合の村山代表
理事専務と町長が９月１８日、東京都中央
卸売市場（大田市場）及びイトーヨーカドー
大森店で「野辺地葉つきこかぶ」のトップ
セールスを行いました。
大田市場では、市場関係者へ葉つきこか

ぶを配りながらＰＲを行いました。また、
店頭では来店客に向けて試食や販売促進を
行い、首都圏での認知度向上を図りました。

��������������100歳おめでとうございます

安村 ミヨ さん

安
村
ミ
ヨ
さ
ん
は
七
戸
町
出

身
で
、
結
婚
後
３
人
の
子
ど
も

と
５
人
の
孫
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。趣

味
は
畑
仕
事
と
読
書
で
、

百
歳
を
迎
え
た
現
在
も
新
聞
な

ど
を
読
ん
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。

横
濵
ミ
キ
さ
ん
は
野
辺
地
町

出
身
で
、
結
婚
後
４
人
の
子
ど

も
、
９
人
の
孫
、
ひ
孫
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

趣
味
は
家
の
裏
の
畑
で
の
農

作
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
野
菜
を
育
て
て
き

ま
し
た
。

横濵 ミキ さん

�����������������町へのご寄附ありがとうございました

株式会社青森電子計算センター様から伸
縮式絵本スタンドをご寄附していただきま
した。

������町のニュース
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�������������������令和７年度青森県高齢者知事顕彰を受賞！

顕彰を受賞した成田さん(左)と町長(右)

第５７回全日本シニアボウリング選手権
大会男子ハイシニア個人戦において、第１
位という輝かしい成績を収められた成田公
教さんに、スポーツ・文化等を通して高齢
者の健康づくりや生きがいづくりに希望を
与えた高齢者の方を対象とした「青森県高
齢者知事顕彰」が贈られました。
今後ますますのご活躍が期待されます。

���������スマホ相談会を開催
�������������～LINEをもっと身近に～

９月３０日、スマホ相談会を開催しました。
町の公式ＬＩＮＥの開設に合わせた取り組
みで、スマートフォンの操作に不安を感じて
いる方を対象に、ＬＩＮＥの基本的な使い方
を体験しながら学ぶ内容として、午前と午後
の２回に分けて行い、１４人が参加しました。
講師からは「上達のコツは毎日使い続ける
こと」とのアドバイスもあり、参加者は和や
かな雰囲気の中で楽しく学んでいました。

スマホ相談会の様子

����２０２５
���������� �� ��� ���ふくしフェスティバル in のへじ 開催！

社会福祉法人吉幸会（上山貢理事長）は
１０月４日、野辺地町中央公民館で『２０
２５ふくしフェスティバルinのへじ』を開
催しました。
地域の課題である介護や福祉について、

楽しみながら理解を深めてもらうことを目
的に開催され、会場では、施設で実際に使
用されている介護機器の体験コーナーや介
護相談コーナーなどが設けられ、訪れた人
たちが参考にしていました。

介護機器を体験する参加者

��������� ��郷土の味を楽しむ会 開催

野坂幸子氏による昔語り

「郷土の味を楽しむ会」が１０月１３日、
野辺地町中央公民館で開催され町内外から
約７０名が参加しました。
会場では、野辺地町商工会女性部（村木

亜弓部長）が調理したホタテの味噌貝焼き
や豆腐のけいらんなど１０品目がテーブル
に並びました。
また、野坂幸子氏による昔語りを聞きな

がら参加者は郷土料理に舌鼓を打ちまし
た。

������町のニュース
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まちの人口
令和７年９月末現在（前月比）
人 口 11,598名 （－ 1 7 ）
男 5,444名 （＋ 1 ）
女 6,154名 （－ 1 8 ）
世帯数 6,274世帯（－ 2 ）

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
12月17日（水）11時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
人権相談所
12月２日（火）９時～12時
中央公民館 第２会議室
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎64－2111（内線147）
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
11月14日（金）14時～
12月５日（金）14時～
健康増進センター
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線207）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
11月18日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線207）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
☎090－2604－9408
●終活相談窓口（予約）
月～金曜（祝日を除く）
８時半～16時
介護・福祉課
☎64－2111（内線110）

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等

を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く

日
」
と
し
て
、
11
月
30
日
（
い
い
み

ら
い
）
を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、

ご
自
身
の
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
の
試
算
、
電

子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
閲
覧
、

受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
書
の
確
認

な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
申
出
等
の
電
子
申
請
な
ど

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

◇
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
保
険
料
納
付
期
限

10
月
分

12
月
１
日
（
月
）

青
の
煌き

ら
め
き
あ
お
も
り
障
ス
ポ

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
申
込
受
付
開
始

◆
大
会
期
日

令
和
８
年
５
月
30
日
（
土
）・

31
日
（
日
）

◆
申
込
先

個
人
競
技
：
特
別
支
援
学
校
及

び
介
護
・
福
祉
課

◆
締
切

12
月
12
日
（
金
）

◆
申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
お
申
込
み
く
だ

さ
いhttps://aom

orikokuspo

2026.pref.aom
ori.lg.jp/

shospo/rehearsal/

※
個
人
競
技
は
宮
崎
障
ス
ポ
の
青

森
県
選
手
選
考
、
団
体
競
技
は

「
第
25
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会
」
を
兼
ね
、
青
森
県

青
森
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま

す
金
額
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
時
間
額

１
，
０
２
９
円

（
令
和
７
年
11
月
21
日
か
ら
）

◆
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
に
適
応
さ
れ
ま

す
。

◆
製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に
は
、

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０
‒

３
６
６
‒
４
４
０
）
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た

支
援
策
、
そ
の
他
相
談
に
つ
い
て

は
、
青
森
働
き
方
改
革
推
進
セ
ン

タ
ー
（
０
８
０
０
‒
８
０
０
‒
１

８
３
０
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://jsite.m
hlw
.go.jp/

aom
ori-roudoukyoku/

hom
e.htm
l

※
お
問
合
せ
は
、
青
森
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
（
０
１
７
‒
７
３

４
‒
４
１
４
４
）
又
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す
！

青
森
県
最
低
賃
金

改
定
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
納
税
に
関
す
る
夜
間
納

税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

◆
日
時

令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）

17
時
15
分
～
19
時
15
分

◆
相
談
内
容

納
税
全
般
（
主
に
、
過
年
度
・
現

年
度
の
納
税
方
法
等
）

夜
間
納
税
相
談
の
お
し
ら
せ

代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

◆
問
合
先

青
の
煌き

ら

め
き
あ
お
も
り
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
９
１
８
５

※
相
談
時
間
で
の
税
金
の
納
付
可

◆
場
所

税
務
会
計
課
窓
口

◆
問
合
先

税
務
会
計
課

（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

����お知らせ
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町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
等
に
よ
る
災

害
を
未
然
に
防
止
し
、
ま
た
町
内
の

道
路
の
通
学
路
及
び
避
難
路
に
お
け

る
通
行
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
転
倒
及
び
倒
壊
の
危
険
性
の
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
等
に
対
す

る
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
先
ま
で
お

問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象

通
学
路
及
び
避
難
路
沿
い
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診
断
、
撤
去

工
事
、
建
替
え
（
撤
去
・
新
設
）
工

事
、
改
修
工
事

◆
補
助
金
額

①
か
か
っ
た
費
用
の
合
計

②
塀
の
延
長
×
メ
ー
ト
ル
単
価

③
①
と
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
に

３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た

だ
し
、
上
限
12
万
円
）
と
な
り
ま

す
。

◆
申
込
期
限

11
月
28
日
（
金
）

◆
問
合
先

建
設
水
道
課
（
内
線
２
２
５
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
り
、

通
行
人
等
へ
被
害
を
も
た
ら
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修
促
進

支
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

場
合
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
を
活
用
し
、
維
持
管
理
を
含
め

た
安
全
点
検
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
個
人
負
担
額

次
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

町
内
に
あ
り
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
の
戸
建

て
住
宅
（
専
用
又
は
併
用
住
宅
）
で

あ
っ
て
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
も

の
。詳

細
に
つ
い
て
は
問
合
先
ま
で
お

問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て

耐
震
診
断
等
を
受
け
て
い
る
場
合

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

募
集木

造
住
宅
耐
震
診
断

②
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

※
11
月
初
旬
に
住
民
登
録
地
へ
案
内

状
を
郵
送
し
ま
す
。

③
町
外
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

※
中
央
公
民
館
窓
口
又
は
電
話
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
記
念
写
真
購
入
希
望
者

１
枚

１
，
０
０
０
円

◆
問
合
先

中
央
公
民
館

☎
64
‒
３
０
５
４

延
べ
床
面
積

個
人
負
担
金

200
㎡
以
下

１
１
，
０
０
０
円

200
㎡
超
～
250
㎡
以
下
３
２
，
０
０
０
円

250
㎡
超
～
300
㎡
以
下
５
３
，
０
０
０
円

300
㎡
超
～
350
㎡
以
下
７
５
，
０
０
０
円

350
㎡
超
～
400
㎡
以
下
９
６
，
０
０
０
円

二
十
歳
を
祝
う
会

開
催
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
二
十
歳
の
節
目
を
祝
う

た
め
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時

令
和
８
年
１
月
11
日
（
日
）

受
付

13
時
～
13
時
45
分

開
式

14
時

◆
会
場

中
央
公
民
館

ホ
ー
ル

◆
申
込
期
限

12
月
５
日
（
金
）

※
申
込
期
限
後
、
出
席
希
望
の
方

は
、
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
対
象

①
平
成
17
年
４
月
２
日
～

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

⑥
制
服
・
用
品
無
料

※
ど
な
た
で
も
入
園
で
き
ま
す
の
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
員

25
名

◆
法
人
名

学
校
法
人
東
北
カ
ト
リ
ッ
ク
学
園

理
事
長

園
部

英
俊

◆
教
育
目
標

◇
友
達
を
思
い
や
り
、
優
し
い
心
、

明
る
い
心
、
感
じ
る
心
を
育
て
ま

す
。

◇
生
活
の
中
で
様
々
な
経
験
を
通
し

創
造
性
豊
か
で
主
体
的
に
活
動
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

◆
問
合
先

野
辺
地
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

野
辺
地
町
字
野
辺
地
３
１
８
番
地
１

☎
64
‒
３
４
７
０

FAX
72
‒
８
０
９
０

園
児
を
募
集
し
ま
す

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
で
は
、
令
和

８
年
度
入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
入

園
願
書
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

入
園
希
望
の
方
は
、
入
園
願
書
を

園
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
記

入
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

11
月
４
日
（
火
）
～
随
時

◆
受
付
場
所

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

◆
特
色

①
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
法
に
基
づ

い
た
保
育
活
動

②
早
朝
７
時
半
～
18
時
ま
で
の
預
か

り
(18
時
以
降
は
相
談
に
応
じ
ま

す
)

③
満
３
歳
未
満
の
幼
児
も
通
園
可
能

(子
育
て
支
援
)

④
春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
及

び土
曜
日
も
保
育
あ
り
(給
食
あ
り
)

⑤
送
迎
バ
ス
、
給
食
あ
り

◆
申
込
期
限

11
月
28
日
（
金
）

◆
問
合
先

建
設
水
道
課
（
内
線
２
２
５
）
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農
業
用
免
税
軽
油
の
免
税
証

交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

〒
０
３
５
‒
８
５
１
１

む
つ
市
大
湊
町
４
‒
１

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
区
総
監
部
総

務
課
広
報
推
進
室

☎
０
１
７
５
‒
24
‒
１
１
１
１

FAX
０
１
７
５
‒
24
‒
１
６
４
０

oah-dad@
inet.m
sdf.m
od.

go.jp

農
業
用
免
税
軽
油
の
免
税
証
（
令

和
８
年
３
月
か
ら
の
使
用
分
）
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
受
付
に
つ
い
て

◇
受
付
期
間

11
月
21
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◇
受
付
場
所

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
（
十
和

田
市
西
十
二
番
町
20
‒
12
）

１
階

上
北
県
税
事
務
所

◇
受
付
時
間

８
時
45
分
～
16
時

販
売
店
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合

は
、
販
売
店
の
受
付
期
間
に
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
受
付
期
間
を
過
ぎ

る
と
、
免
税
証
の
交
付
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
の
際
に
準
備
い
た
だ
く
書
類

◇
耕
作
証
明
書

◇
交
付
さ
れ
て
い
る
免
税
軽
油
使
用

者
証

※
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
、
使
用
機

械
に
変
更
が
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
別
途
ご
用
意
い
た
だ
く
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
先

青
森
県
上
北
県
税
事
務
所

☎
０
１
７
６
‒
２
２
‒
８
１
１
１

（
内
線
２
０
９
）

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
区
総
監
部

は
、
基
地
周
辺
に
お
住
い
の
皆
さ
ま

か
ら
自
衛
隊
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員

６
名

◆
任
期

２
年
間
（
令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日
）

◆
活
動
内
容

◇
護
衛
艦
見
学
、
基
地
見
学
、
大
湊

地
区
隊
の
各
種
行
事
へ
の
参
加
等

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
及
び
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席

◆
モ
ニ
タ
ー
資
格

◇
大
湊
基
地
周
辺
に
在
住
す
る
満
18

歳
以
上
の
方
（
令
和
８
年
４
月
１

日
現
在
）

◇
防
衛
問
題
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
関

心
が
あ
り
、
協
力
意
思
を
お
持
ち

の
方

◆
応
募
方
法

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、

住
所
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
官
製
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
り

令
和
８
年
１
月
26
日
（
月
）

◆
そ
の
他

詳
し
く
は
、
右
記
の
大
湊
地
区
総

監
部
総
務
課
広
報
推
進
室
ま
で
お
問

募
集令和

８
年
度
基
地
モ
ニ
タ
ー

児
童
館
行
事

◆
干
支
レ
リ
ー
フ
作
り
期
間

11
月
15
日
（
土
）
～

12
月
20
日
（
土
）

◆
支
援
拠
点
事
業
の
へ
じ
ら
ん
ど

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
教
室

講
師
：
歯
科
衛
生
士

横
濱
恵
子
氏

12
日
（
水
）
10
時
～
11
時
半

◆
避
難
訓
練

21
日
（
金
）
16
時
～

◆
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
楽
し
も
う

22
日
（
土
）
10
時
～
11
時

◆
問
合
先

児
童
館
（
☎
64
‒
３
１
０
６
）

令和７年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 処 遇 試験場所

自衛官候補生
（任期制） 18歳以上33歳未満の方 年間を通じて行ってお

ります。 別途連絡します。
[初任給］
月額：224,600円～（高卒）
月額：239,600円～（大卒）

別途連絡
します。

第３回
一般曹候補生 18歳以上33歳未満の方 令和７年９月16日

～11月21日

＜１次試験＞
令和７年11月29日

～12月４日※１
＜２次試験＞
令和８年１月６日～13日※１

[初任給］
月額：224,600円～（高卒）
月額：239,600円～（大卒）

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

推
薦

男子で中卒（見込含）17歳未
満の成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、学
校長が推薦できる者

令和７年10月１日
～11月28日 令和８年１月10日～12日※１

[生徒手当］
月額：138,000円

一
般

男子で中卒（見込含）17歳未
満の者

令和７年10月１日
～令和８年１月15日

＜１次試験＞
令和８年１月24日
＜２次試験＞
令和８年２月12日～15日※１

※１ 試験日については、いずれか１日を指定されます。 ◎ 細部は下記までお問い合わせ下さい。
処遇については、令和７年１月現在のものです。

〒０３３－００３７ 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
防衛省自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

⇦ イベント情報はこちらから。
三沢募集案内所 instagram

⇦ 個別相談はこちらから。
QRコードから申し込み
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冬期間の水道利用について
◆問合先 建設水道課水道事業担当（内線126～128)

◆冬期間の推定水量について
冬期間は積雪により水道メーターの検針ができませんの

で、１月から４月までの水道料金は推定水量で請求し、４
月中旬の検針（５月請求分）で精算します。料金は、毎年
１月にお届けする「冬期間の推定による水道料金のお知ら
せ」をご確認ください。
なお、長期間留守にする場合や家族の増減により水量が

変わると思われる方は問合先までお知らせください。

◆水道使用異動届をお忘れなく
転入、転居、転出等の際には異動届を提出してください。

提出がないと、水道料金が引き続き請求されることもあり
ますのでご注意ください。

◆水道の凍結にご注意ください
冬期間は、蛇口や給水管などの凍結による故障や事故が多くなり

ます。
また、水抜栓・湯沸器あるいはボイラー等の水抜操作の誤りで、５

月の精算時に多額の水道料金が請求されることがありますのでご注
意ください。

◆節水にご協力ください
毎年、年末は水の使用が集中します。水の使用が集中すると、水の

供給が追い付かなくなることも考えられますので、大掃除や洗車を
３０日・３１日に集中させないなど節水にご協力をお願いします。

町 指 定 水 道 工 事 店（町 内)
工 事 店 名 電 話 番 号 工 事 店 名 電 話 番 号

(有) 豊伸工業 ６４－６１６２ (有) サイジョー ６４－３２６１

(有) 山村電水 ６４－４８０５ エム・アック工業 ６４－７１２７

柏葉電設工業 ６４－３９１３ ケーズ設備計画 ６４－２３０９

(有) 興和電気商会 ６４－２１０２ Koo's コーズサービス ６４－７６７６

(有) 齊藤水道設備工業 ６４－２４９２ (有) 古沢清掃社 ６４－２９５９

(株) ＮＥＭ ６４－６９８８
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令和８年度 北部上北広域事務組合会計年度任用職員募集

２ 任用期間
令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで
（勤務実績に応じて再度の任用を行う場合あり）

３ 応募期間
令和７年１１月４日(火)８時３０分から令和７年１２月１日(月)１７時まで（必着）
※持参の場合の受付時間は、平日の８時３０分から１７時まで
（土曜日、日曜日及び祝日等の閉庁日は受付不可）

４ 応募先
◆野辺地地区斎場、クリーン・ペア・はまなす
〒039-3113 上北郡野辺地町字田狭沢４０番地９

北部上北広域事務組合 事務局 総務課 会計年度任用職員募集担当 宛
◆公立野辺地病院
〒039-3141 上北郡野辺地町字鳴沢９番地１２

北部上北広域事務組合 公立野辺地病院 総務課
会計年度任用職員募集担当 宛

５ その他
その他詳しい内容については、北部上北広域事務組合ホームページ内の募集要項をご覧

になるか、直接下記問合先へご連絡ください。
６ 問合先

◆北部上北広域事務組合 事務局 総務課 ☎６４－１０６６
（会計年度任用職員募集担当）
ホームページアドレス：http://hokubukamikita.org

◆公立野辺地病院 総務課 ☎６４－３２１１（会計年度任用職員募集担当）
ホームページアドレス：http://hospital-noheji-aomori.jp

勤務場所 応募区分 職務名 業務内容 フルタイム・パートタイムの別
野辺地地区斎場 技能区分 技能員 火葬業務 フルタイム
クリーン・ペ
ア・はまなす

事務区分 事務手 一般事務業務 フルタイム
技能区分 運転技能員 リサイクル業務 フルタイム

公立野辺地病院

事務区分

事務手 一般事務業務 フルタイム・パートタイム
医療事務手 医療事務業務 フルタイム・パートタイム
医師事務作業補助 医師事務作業補助業務 フルタイム
介護支援専門員 ケアマネジメント業務 フルタイム

医療区分

臨床検査技師 臨床検査業務 パートタイム
診療放射線技師 診療放射線業務 パートタイム
看護師 看護業務 フルタイム・パートタイム
准看護師 准看護業務 パートタイム

技能区分 看護補助員 看護補助業務 フルタイム・パートタイム
運転技能員 運転業務 フルタイム

令和８年４月１日以降に採用する、北部上北広域事務組合会計年度任用職員の採用試験を
下記により行います。
１ 募集職務名及び業務内容

����お知らせ



122025 11月号 №799

定額減税しきれなかった方への追加の給付金
定額減税補足給付金（「調整給付金（不足額給付２）」）のお知らせ

◆問合先 税務会計課（内線136、137）
◆概要
調整給付金（不足額給付）とは、以下の事情により、令和６年度に実施した定額減税補足給付金
（当初調整給付金）の支給額に不足が生じる場合に、追加で給付を行うものです。ただし、納税義
務者本人の合計所得金額が１，８０５万円を超える方は対象外となります。

◆不足額給付１ ※不足額給付１は事業終了しました

◆不足額給付２
本人および扶養親族等として定額減税対象外であり、かつ低所得世帯向け給付の対象世帯の世
帯主・世帯員に該当しなかった以下の３つの［要件］をすべて満たす方に対して、原則４万円（令
和６年１月１日時点で日本国内に住民票がない場合３万円）を支給します。

◆要件
◇令和６年分所得税及び令和６年度分個人住民税所得割ともに定額減税前税額が０円であり、本
人として定額減税の対象外であること
◇税制度上、「扶養親族」対象外であり、扶養親族等として定額減税の対象外となる青色事業専従
者・事業専従者（白色）または合計所得金額４８万円超の方であること
◇低所得世帯向け給付（令和５年度住民税非課税世帯への給付（７万円）、令和５年度住民税均等
割のみ課税世帯への給付（１０万円）、令和６年度新たに住民税非課税世帯もしくは均等割のみ
課税となった世帯への給付（１０万円））の対象世帯の世帯主又は世帯員にも該当していないこ
と

◆手続き等
町で把握できた対象となりうると思われる方には、関係書類を送付していますので、案内に基づ
いて受付期限までに手続きをお願いします。
◇関係書類の送付：不足額給付２（１０月中旬）

◆地域の実情によりやむを得ないと内閣府が認める場合
以下の［要件］を満たす方に対して、１～３万円を支給します。
◇令和５年所得において、扶養親族として住民税の定額減税の対象になったものの、令和６年所得
において合計所得金額が４８万円を超える者又は青色事業専従者等（税制度上「扶養親族」から
外れてしまう者）であったため、扶養親族として所得税の定額減税の対象から外れてしまった場
合
◇令和５年所得において、合計所得金額が４８万円を超える者又は青色事業専従者等（税制度上「扶
養親族」から外れてしまう者）であったため、扶養親族として住民税の定額減税の対象から外れ
てしまったものの、令和６年所得において合計所得金額４８万円以下であったため、扶養親族と
して所得税の定額減税の対象になった場合
◇令和５年所得において合計所得金額が４８万円を超える者又は青色事業専従者等（税制度上「扶
養親族」から外れてしまう者）で、本人として当初調整給付の給付対象者であり、令和６年所得
においても、引き続き、合計所得金額が４８万円を超える者又は青色事業専従者等であるものの、
本人としても扶養親族としても所得税の定額減税の対象から外れてしまった場合

◆手続き等
「地域の実情によりやむを得ないと内閣府が認める場合」に該当する方は、個別に審査が必要な
ため、申請書の提出が必要です。

◆問合せ等
◇不足額給付２の対象となりうると思われる方（例参照）で、書類が届かない場合は税務会計課へ
連絡ください。（ 個人情報の観点からお答えできない場合もあります。）
◇町ホームページに、詳細な情報を掲載します。

����お知らせ



13 2025 11月号 №799

ふるさと納税参加事業者を募集します

◆募集している返礼品
次のような商品及びサービスの登録を募集しています。

◇水産物・農産物（ホタテ・こかぶのように町内で生産されているもの）
◇食品・スイーツ（地元食材を使った特産品）
◇町内で製造されている食品
◇体験・宿泊関連（旅館宿泊券、農業・漁業体験など）
◇日用品・工芸品（町工場の技術を活かした製品、木工製品、雑貨など）

◆参加のメリット
◇全国への販路拡大 ：ふるさと納税ポータルサイトを通じて、全国の寄附者に商品やサー

ビスを紹介できます。
◇事業のＰＲ効果 ：多くの人々に町やあなたの事業を知ってもらう機会になります。
◇地域貢献 ：いただいた寄附金が町の活性化に繋がり、地域全体を盛り上げます。
◇新たな顧客層の開拓：ふるさと納税をきっかけに、新たなファンを獲得できる可能性があ

ります。

町では、ふるさと納税を通じて地域経済の活性化にご協力いただける事業者
の皆さまを募集しています。あなたの丹精込めた品々を全国に発信しません
か？

◆応募方法・問合せ
まずはお気軽に、役場総務課（内線２０７）までお問合せください。

11月は納税完納強調月間です
町民の皆さまが納める税金などは、町財政を支える貴重な財源です。
町では、税などの財源を確保して健全な財政運営を図るため、県と一丸となって税の収入

確保に取り組み、１１月を「納税完納強調月間」と定め、納付期限を過ぎている税などの納付
についてのお願い（訪問）をします。
※納付が困難な場合は早めに、次の担当課へご相談ください。

税・保険料 担当課 内線番号
町県民税

税務会計課 132・133固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税

町民課
106

後期高齢者医療保険料 105
介護保険料 介護・福祉課 111
水道料 建設水道課 126

町税や各保険料などの納め忘れ
について、再確認や計画的な納付
のお願いをします。
皆さまのご家庭においても、納

め忘れがないかもう一度確認をお
願いします。

町の返礼品はこちら
からご覧になれます

����お知らせ
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知っていますか？セルフ・ネグレクトについて
～セルフ・ネグレクトとは～
「自己放任」と訳され、字のとおり「自分自身による自分の生活の管理全般の放棄・放

任」のことを言います。

◆具体的な状態・状況
□✓ ゴミを捨てられない（家がゴミ屋敷状態）、不要なものをため込んでしまう
□✓ 窓や壁に穴が開いているなど、住環境に問題がある
□✓ いつも同じ服を着ている、汚れても着替えない
□✓ お金の管理ができない、公共料金の支払いができず困窮状態にある
□✓ 失禁しても放置している
□✓ 病気があっても治療をしない
□✓ 必要な介護・福祉サービスの利用を拒否する
□✓ 人との関わりを拒否し、地域から孤立している など

◆セルフ・ネグレクトになりやすいきっかけ
◇身体機能の低下 ◇認知症や物忘れの進行
◇精神疾患の悪化 ◇近親者との死別
◇地域や親せきなどからの孤立 ◇病気や怪我などで動けない ◇生活困窮 など

セルフ・ネグレクトは年齢問わず、誰でもなる可能性があります。町では近年、必要と
思われる医療・福祉・介護サービスの利用を拒否する方や地域から孤立し、生活や心身の
健康維持ができなくなっている方の相談が増えています。
病気があれば治療をする、必要に応じて介護サービスを利用するなど、こういったこと

から社会とつながることが可能になります。自分自身で予防することはもちろんですが、
家族や近隣同士で見守りあうこともセルフ・ネグレクトの予防や早期発見につながります。

今から考える！もしもの時の人生会議
～「どせばいい？カード」で模擬体験～

◆申込み・問合先 介護・福祉課（内線110）

人生会議（ＡＣＰ）とは、人生の最終段階は誰にでもあります。その時、
どのような医療を受けたいか、どのようなケアを望み、何を食べ、どのように過ごしたいか
を本人が前もって家族や医療・ケアチームと繰り返し話し合う取り組みが『人生会議』であ
り、その疑似体験ができるのが『どせばいい？カード』です。
◆日時 １２月５日（金）１３時半～１５時半 ◆場所 野辺地町役場 １階 町民ホール
◆対象 町民の方（いつかのために受講したい方も大歓迎です！）
◆内容 ①人生会議についての講話、動画視聴

②『どせばいい？カード』を用いた人生会議模擬体験
◆申込 電話又は来所で申込み【申込期限 １１月２７日（木）】※定員 ４０名

【相談窓口】
野辺地町地域包括支援センター（公立野辺地病院内）☎７２－１０１８／７２－１０２３
野辺地町介護・福祉課 ☎６４－２１１１
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高齢者・障がい者の要援護者に対する除雪事業のお知らせ
◆問合先 介護・福祉課（内線147）

要援護者除雪対策事業 除雪作業員募集
玄関から道路（表通り）までの除雪が困難な高齢者・障がい者宅の除雪を行う作業員を

下記のとおり募集します。
◆募集人員 ２０名程度
◆作業内容 スノーダンプ等による手作業での除雪
◆応募資格 健康で、野辺地町在住の方
◆雇用期間 １２月上旬～３月下旬
◆就 業 日 降雪状況による
◆時 間 帯 午前から午後（※除雪車による除雪終了以降）
◆賃 金 時給１，５００円（受持ち手当１件当り月1,000円、自家用車燃料代月3,000円別途支給）

※降雪状況等により、ひと月の賃金が１０，０００円に満たない場合は、
原則１０，０００円（最低保証）を支給する。

◆締 切 １１月２１日（金） ※ただし人数不足の場合は随時募集
◆申 込 先 野辺地町社会福祉協議会（健康増進センター内） ☎６４－０４０１

町では、安否確認を兼ねた「要援護者除雪対策事業」を実施します。下記事項をご理解の
うえ利用申込してください。

１．除雪の要件について
①事業の対象は、「玄関から道路（表通り）」までの生活道路の除雪です。
②１０cm以上の降雪があった日の「午前から午後の間」に「原則１回」除雪を行います。
③「屋根から落ちた雪」は片付けません。
④玄関から道路までの除雪を行います。
⑤「除雪を支援してくれる人が町内に誰もいない方」が対象です。
⑥作業員は、除雪訪問を通じて対象者の皆さんの安否を確認しています。
以上をご理解の上、利用を希望する方は、下記「２．利用申込みについて」を確認し申

込してください。

２．利用申込みについて
◆実施期間 １２月上旬～３月下旬
◆対象世帯 除雪作業に従事できる子ども等が町内に居住しておらず、次の①～③の

いずれかに該当する世帯
①町民税が非課税の概ね６５歳以上の高齢者のみの世帯
②町民税が非課税の障害者手帳を有する障がい者のみの世帯
③町民税が非課税の概ね６５歳以上の高齢者と、町民税が非課税の障害
者手帳を有する障がい者のみで構成される世帯

※ただし、上記①から③に該当する世帯のうち、申請者の前年の収入が１
４８万円未満であること。申込み受付後に審査し、利用の可否を通知
します。

◆利用料金 １回３０分まで１５０円、６０分までは３００円
◆申込期間 １１月４日（火）～１１月２１日（金）期間厳守
◆申 込 先 介護・福祉課（内線１４７）
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日本遺産「北前船寄港地」企画展・あおもり港町フォーラム
開 催

◆問合先 歴史民俗資料館（電話：64－9494）

旧野村家住宅離れ(行在所)夜間特別公開を開催します
◆問合先 歴史民俗資料館 ☎64－9494

野辺地町教育委員会では、文化の日（明治天皇の誕生日）に併せ、国登録有形文化財・日本
遺産構成文化財である旧野村家住宅離れ（行在所）の夜間特別公開を行います。イベント内
容は下記をご覧ください。皆さまのご来場をお待ちしています。
◆開催場所 野辺地町役場 敷地内

旧野村家住宅離れ（行在所）
◆日 時 １１月３日（月・祝日）

１５時～１９時
◆内 容 庭園ライトアップ、祇園囃子・神

楽の演奏、ささ踊りの披露、鰺ヶ
沢・深浦町のお菓子販売、トヨカ
ワイラスト研究室と野辺地中学
校によるオリジナルハンカチづ
くりワークショップ
※詳細は町ホームページや掲示
ポスターをご確認下さい。

◆来 場 料 無料
◆諸 注 意 ・車でお越しの方は、中央公民館

駐車場をご利用ください。 【昨年度のようす・販売品写真】

鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町教育委員会が連携し実施している日本遺産３港連携事業の一
環で、青森開港４００年を迎える青森市と連携し、下記のとおり企画展並びにフォーラムを
開催します。
パネル展では、鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町・青森市の港町としての歴史や、北前船によっ

て伝わった祭り文化、食文化等に関する展示を行います。フォーラムでは、港町の食と老舗
をテーマに、各市町の港町ならではの食文化を紹介します。
見学無料ですので、ご興味のある方はぜひ会場へお越しください。

【パネル展】
■会 期 １１月９日（日）～３０日（日）
■会 場 青森市・青函連絡船メモリアル

シップ 八甲田丸
■内 容 鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町・

青森市の歴史紹介パネル展示、
各地の祭りと食文化紹介展示
等

■見学料等 見学無料・申込不要

【あおもり港町フォーラム】
■日 時 １１月２３日（日）

１３時半～
■会 場 青森市・青函連絡船メモリアル

シップ 八甲田丸
■内 容 鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町・

青森市の食文化と老舗につい
て
※詳細は町ホームページ参照

■見学料等 見学無料・申込不要
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飼い主を探しています
◆問合先 町民課（内線102）

◆保護日：令和７年８月６日（水）１９時３０分頃
◆場 所：野辺地町字向田５０８番地 付近（有戸方面）

国道２７９号線むつはまなすライン
横浜町から野辺地町方面へ約３km地点

◆特 徴：体格７０cm・茶・オス・首輪（茶）・中型
※首輪に係留チェーンのフック部分が付いていたため、チェーン
が切れて逃げ出した可能性があります。あまり吠えない健康な
犬ですが、目が不自由な可能性があります。

迷い犬を保護しています。心当たりのある方は、町民課までお越しください。また、飼い
主でない場合であっても、犬の引き取りを希望される方は、町民課までお問い合わせくださ
い。

RABラジオはAMからFMへ
青森放送を含む全国の多くの民放ＡＭラジオ局は２０２８年秋までにＦＭ局への転換を予
定しています。災害時の命を守る情報の伝達やビルが林立して聴きづらい都市型難聴を解消
する「放送ネットワーク強靭化」のためです。ＲＡＢラジオは２０２６年１月からＡＭラジ
オ放送の運用を休止し、ＦＭ放送とインターネットラジオ「ｒａｄｉｋｏ」を通じてラジオ番
組を県内全域にお届けします。
青森放送のＦＭ局は、青森・弘前地区（９１．７ＭＨｚ）、八戸・十和田地区（９２．７Ｍ
Ｈｚ）、野辺地・陸奥湾地区（９３．２ＭＨｚ）、大間・下北地区（７８．８ＭＨｚ）でお聴き
いただけます。
休止するＡＭ局と日時は、弘前局（１２１５ｋＨｚ・１月１８日～）､野辺地局（１０６２ｋ
Ｈｚ・１月２５日～）､青森局（１２３３ｋＨｚ・２月１日～）､深浦局（１４８５ｋＨｚ・２月
１日～）､八戸局（１４８５ｋＨｚ・２月８日～）､十和田局（１４８５ｋＨｚ・２月８日～）で
す。生放送番組『らじ丸にっち！』内で告知を行い１３時に運用を休止する予定です。

【問合せ専用ダイヤル】 ☎０１７－７５２－８４０２
（受付時間）１１時～１２時、１３時～１６時（平日）

【ホームページと問合せホーム】

青森県内FM局とカバーエリア
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の
更
新
も
受
付
し
ま
す
。
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区分

町村別

令和７年 昨年
前年比

９月中(単月) ９月末(累計) ９月末(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 1 0 1 10 0 14 7 0 9 ＋3 ＋0 ＋5
横 浜 町 0 0 0 3 0 4 8 1 9 －5 －1 －5
六ヶ所村 2 0 3 13 0 19 10 0 10 ＋3 ＋0 ＋9
合 計 3 0 4 26 0 37 25 1 28 ＋1 －1 ＋9

令和７年９月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書 名 著 者 名

あやかしたち 畠 中 恵
どら蔵 朝 井 まかて
飼い犬に腹を噛まれる 彬 子 女 王
職分 今 野 敏

本 の 展 示
名著復刻本 11/1(土)～11/27(木)
出版当時の装丁を再現した貴重な復刻本を
展示します。館内でご覧ください。

◆
英
会
話
ク
ラ
ブ

５
・
12
・
19
・
26
日
（
水
）

15
時
～
16
時
（
中
央
公
民
館
）

◆
除
籍
雑
誌
無
料
譲
渡
会

９
日
（
日
）
ま
で

※
除
籍
雑
誌
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
プ
ラ
ス

10
日
（
月
）
８
時
40
分
～
９
時

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
１
歳
６
か
月

児
健
診
）

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

13
日
（
木
）
10
時
～

定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

●
秋
の
読
書
de
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

30
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
を
除
く

【図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

今
月
の
休
館
日

３
日
（
月
）、
４
日
（
火
）、

10
日
（
月
）、
17
日
（
月
）、

24
日
（
月
）、
25
日
（
火
）、

28
日
（
金
）

※
28
日
は
、
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

おはなし工房
日 時：１１月１５日（土）１４時１５分～
場 所：視聴覚室（図書館２階）
対 象：４～１２歳 ※幼児は、保護者同伴。
内 容：絵本の読み聞かせと

工作「りんごのモビール」
参加料：無料
定 員：８名 ※要申込み
申込先：図書館 ｢ゆらゆらりんご｣

コスモスおはなし会
朗読の会「秋桜」会員による、子どもを対象と
した絵本の読み聞かせを行います。
乳幼児や幼児の皆さんは、保護者と一緒にご参
加ください。
開催日：１１月１５日（土）、

１２月１３日（土）
時 間：１０時３０分～１１時
場 所：視聴覚室

（図書館２階）
申込み：不要
参加料：無料

教
室
で
出
会
っ
た
文
学

期

間

11
月
23
日
(日
)ま
で

※
休
館
日
を
除
く

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
文
学
パ
ネ
ル
展

ご寄贈有難うございました
先般、(株)青森電子計算

センター様から伸縮式絵
本スタンドを寄贈してい
ただきました。
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�����町長コラム
『未来につなげる幸せを創る』
NO51.「青の煌

きら
めきあおもり国スポまであと１年｣

こんにちは。町長の野村です。
第８０回国民スポーツ大会まであと１年となり
ました。以前は国民総合体育大会として開催され
てきましたが、国スポに名称を変更してからは３
回目となります。青森県での開催は昭和５２年あ
すなろ国体として開催されたのが初めてですの
で、約５０年ぶりです。
野辺地町での開催競技はハンドボールです。か
つて、あすなろ国体に向けた準備として私たちも
小学生でしたが、初めてハンドボールに接するこ
とができました。当時ハンドボールは屋外でも競
技を実施していたことなどを思い出しています。
今回の国スポは５０年に１度の青森県あげての
大会です。そして国内最大のスポーツイベントで

す。
県民そして野辺地町民の心がスポーツで一つに
なる大会を目指します。カウントダウンが始まっ
ています。大会成功に向けて機運醸成に努めてい
きたいと思いますので、町民の皆さんのご協力を
お願いします。

どーも！地域おこし協力隊の上野です。
このコラムを書いているのは１０月９日、少し
ずつ寒くなってきましたね。今年もラスト３ヶ
月、みなさんファイト一発！！
私も水道管を凍結させないようにがんばりま
す。
さて、みなさんには「これは毎日食べるな～」っ
て食べ物はありますか？
私は、ほぼ毎朝「納豆」と「豆腐」をいただき
ます。「野辺地納豆」と「さいとうのとうふ」です。
私にとって「お、ねだん以上」。朝食べれば元気
がモリモリです！大好きです！
そして、好きだけでは飽き足らず、特別に工場
を見学させていただきました。

そこには、私たちが寝ている間に仕込みをする
人やファンのために作り続けてくれる人の姿があ
りました。
これからは、
もうちょっとだ
け朝早く起きて、
手と手を合わせ
「いただきます」
を言いたいなと
思います！
少し早いです
がよいお年を！

������������������������上野さんの地域おこし協力隊コラム 『いただきます』

国スポオリジナルジャケットを身に纏う町長

さいとうのとうふさんを見学させていただきました。

町
で
は
、
広
報
の
へ
じ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
規
格
・
料
金
（
ひ
と
月
分
）

◇
一
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
横
約
18
・

５
㎝
）

１
６
，
０
０
０
円

◇
二
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
約
９
㎝
）

８
，
０
０
０
円

◆
発
行
部
数
・
配
布
先

「
広
報
の
へ
じ
」は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
５
，
８
０
０

部
発
行
し
、
町
内
を
中
心
に
各
家
庭

や
公
共
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
配
布

し
ま
す
。

◆
発
行
回
数

月
１
回
（
年
12
回
）

◆
申
込
方
法

掲
載
希
望
月
の
前
月
の
１
日
ま
で

に
、
申
込
書
と
掲
載
を
希
望
す
る
規

格
で
作
成
し
た
原
稿
の
デ
ー
タ
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

◆
そ
の
他

町
で
は
、
掲
載
す
る
広
告
に
一
定

の
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
広
告
掲

載
を
お
考
え
の
方
は
、
必
ず
事
前
に

「
野
辺
地
町
有
料
広
告
掲
載
基
準
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
合
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
先

総
務
課
（
内
線
２
０
７
）

広
報
の
へ
じ
に
広
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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【
野
辺
地
の
若
葉
小
学
校
】
…
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
12
月
１
日
創
立
。
町
内
の
児
童
数
増
加
に
伴
い
、
野
辺
地
町
立
第
二
小
学
校
（
仮

称
）
と
し
て
発
足
。
発
足
後
、
公
募
に
よ
り
校
名
を
若
葉
小
学
校
と
決
定
し
、
創
立
開
校
記
念
日
に
改
称
し
た
。
発
足
当
時
の
学
級
数
は
５

学
級
・
児
童
数
は
２
５
０
名
。
校
歌
は
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
、
校
旗
は
開
校
５
周
年
式
典
で
制
定
さ
れ
た
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

に
は
有
戸
小
学
校
・
木
明
小
学
校
、
２
０
２
３
年
（
令
和
５
）
年
に
は
馬
門
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
現
在
の
学
区
に
至
る
。

【
解
説
】

若
葉
小
学
校
は
、
町
内
の
児
童
数

増
加
に
伴
い
創
立
し
た
、
町
内
で
一

番
新
し
い
小
学
校
で
す
。
発
足
当

時
は
、
野
辺
地
小
学
校
、
馬
門
小
学

校
、
有
戸
小
学
校
、
木
明
小
学
校
の

４
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
街
中
の
学

区
を
担
う
野
辺
地
小
学
校
だ
け
で

は
児
童
を
受
入
れ
切
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
、
町
立
野
辺
地
第
二
小
学

校
（
仮
称
）
と
し
て
発
足
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

さ
て
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

で
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
若
葉
小

学
校
は
、
公
募
に
よ
り
校
名
が
決

定
、
開
校
記
念
日
に
若
葉
小
学
校
と

し
て
創
立
し
ま
し
た
。
そ
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
、
時
代
に
応
じ
た
変

遷
を
辿
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
区

も
そ
の
一
つ
で
す
。
創
立
時
の
学

区
は
、
下
袋
町
・
金
沢
町
で
し
た
が
、

２
年
後
に
新
道
を
加
え
、
１
９
７
１

（
昭
和
46
）
年
に
新
町
・
八
幡
町
・
浜

町
が
野
辺
地
小
か
ら
若
葉
小
へ
統

合
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
の
有
戸
・
木
明
小
、
２

０
２
３
（
令
和
５
）
年
の
馬
門
小
統

合
に
よ
り
、
現
在
は
町
内
の
広
い
地

区
を
学
区
と
し
て
い
ま
す
。
過
去

の
記
念
誌
に
よ
る
と
、
幅
広
い
地
区

か
ら
児
童
が
集
う
こ
と
で
、
児
童
の

み
な
ら
ず
、
地
域
や
保
護
者
の
交
流

が
生
ま
れ
、
学
校
が
活
気
づ
い
て
き

た
様
子
が
伺
え
ま
す
。

学
校
統
廃
合
基
本
計
画
に
よ
り
、

若
葉
小
は
野
辺
地
小
と
統
合
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
ま
で
の
若
葉
小
の
伝
統
や
歩

み
は
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
歴
史
と

な
り
ま
す
。
こ
の
歴
史
が
、
新
た
な

小
学
校
で
学
ぶ
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
糧
と
な
る
よ
う
、
統
合

小
学
校
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真③運動会 撮影：1972（昭和47）年】
現在使用されている校庭が整備される前の校庭。写真に
はありませんが、遊具も設置されていました。

【写真④防音校舎 撮影：1973（昭和48）年】
飛行機の騒音対策のため防音鉄筋３階建の校舎になりま
した。同年、野辺地小の校舎も新築されます。

【写真⑤若葉小学校60周年の記念写真 撮影：2015（平成27）年】
若葉小創立60周年記念の際に撮影された空撮写真。名のとおり
の若葉色の校舎が鮮やかに写っています。

【写真①若葉小学校 撮影：1965（昭和40）年】
創立時の学校は、校舎新築が行われるまで、生徒数増加に
対応した増築が重ねられました。

【写真②創立後初めての運動会
撮影：1957（昭和32）年】

創立２年後に初めて運動会が行われました。記念誌によ
ると、当時の運動会は９月に行ったようです。

��������������������� �����������ちょっと野辺地に詳しくなれるゆるい歴史コラム のへじ典（其ノ八十八)
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
☎ 080－1142－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 11月５日(水)、26日(水)、

12月10日(水)、23日(火)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 １３時～１５時

※申込み不要。
時間内に
いつでも
どうぞ。

令和７年度野辺地町がん検診精密検査費用一部助成のお知らせ
町では令和７年度に野辺地町のがん検診を受け、精密検査を受診した方に、精密検査費用の一部を助成
しています。
〇対象者：次の全てを満たす方
（１）がん検診実施日、初回精密検査実施日及び申請日において、町内に住所を有する方。
（２）令和７年度に町が実施するがん検診を受診した令和８年３月３１日時点で４０歳～６９歳の方。

※ただし、子宮頸がん検診にあっては、令和８年３月３１日時点で２０歳～６９歳の方。
（３）令和７年度内に初回精密検査を受診した方。

☆ 対象者には個別に通知しますので、ご案内をご確認ください ☆

野辺地町で受診の多い高血圧予防について、下記の内容で講義と調理実習を行います。

〇定 員 各回先着１２名です。開催日の１週間前で締め切ります。
〇場 所 健康増進センター
〇参加料 ３００円（おつりのないようにお願いします。） ★健康づくりポイント制度の対象です。
〇持ち物 筆記用具 エプロン 三角巾（バンダナ等でも可）健康手帳

※自宅で作った汁物の塩分測定ができます。ご希望の方は、お持ちください。
〇対象者 ご興味のある方は、どなたでもご参加いただけます。（保険証の区分や年齢制限はありません。）

日 程 時 間 講義テーマ 調理実習内容

１２月５日（金） １０～１３時
高血圧と生活習慣病
お付き合いが多い時期に気をつける
ポイント

素材の味をいかした
おもてなし料理

健康づくりワークショップのお知らせ

������������������������歯周疾患検診、知っていますか？
令和７年４月１日～令和８年３月３１日の間に２０・３０・４０・５０・６０・７０歳になる町民の方
へ歯周疾患検診のご案内をお送りしています。
〇実施期間 令和８年３月３１日まで 〇実施場所 案内に記載されている歯科医院
〇検診料金 無料 ※事前に予約をしてください。
１０年に一度の検診機会を是非ご活用ください!
※案内を紛失された方は健康づくり課で再発行します。
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※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康づくり課までお問合せください。
母子健康手帳は毎週火・木曜日に発行します。ご希望日の３日前までにご予約のうえ、
役場健康づくり課までお越しください。

日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

6 ４か月児健診
（Ｒ７年６月１０日～７月６日生まれ） ８時45分 野辺地病院

（小児科） 対象者には個別通知します。

10 １歳６か月児健診（Ｒ６年１月１日～３月３１日生まれ） ９時 健康増進
センター 対象者には個別通知します。

12

１０か月児健診（Ｒ７年１月生まれ） 13時20分
健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１歳児健診（Ｒ６年９月・１０月生まれ） 13時半

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 14時 前日までに申込が必要です。

ご予約はお電話またはこちらの
QRコードから受け付けております

厚生労働省では、毎年11月を「児童虐
待防止推進月間」と定め、家庭や学校、
地域等の社会全般にわたり、児童虐待問
題に対する深い関心と理解を得ることが
できるよう、広報・啓発活動を行ってい
ます。
子どもの命、権利、未来を守るため、

私たち一人ひとりが虐待について正しく
理解し、子育てにやさしい社会を築きあ
げていきましょう。

～ 知らせよう あなたが
あの子の声になる ～

11月は
児童虐待防止推進月間

です｡

「児童虐待かも」と思ったらすぐに
お電話を

☎ １
いち
８
はや
９
く

（お近くの児童相談所につながります）

子育て中の不安やつらい気持ちを
一人で抱え込まず誰かに話しましょ
う。あなたのまわりには、利用でき
るさまざまな制度や支援があります。
こそだて応援コンシェルジュ（保
健師・助産師等）へお気軽にご相談く
ださい。
☎０８０－１１４２－８０８０

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
(080-1142-8080)

月～金曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

※１.事前に電話でご予約
ください。

※２.職員不在の際は折返
し対応させていただ
く場合があります。

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
(080-1142-8080)

思春期はればれ相談
(080-1142-8080)

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時
※１、※２

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡
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有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：11月６日、10日、
13日、17日、
20日、27日

◆時 間：10時半～14時45分

10か月
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日 曜 行 事 名
1 土 野辺地町文化祭
2 日 野辺地町文化祭

3 月 文化の日
旧野村家住宅離れ（行在所）夜間特別公開

4 火
5 水 傾聴サロン
6 木
7 金
8 土
9 日 休日開庁（マイナンバーカード交付など）

10 月 健：１歳６か月
図：ブックスタート・プラス

11 火

12 水
健：10か月児、１歳児
児：支援拠点事業 ブラッシング教室
相：みんなの子ども

13 木 図：朗読の会
14 金 相：弁護士

15 土
児：干支レリーフ作り（～１２月２０日まで）
図：コスモスおはなし会
図：おはなし工房

日 曜 行 事 名
16 日
17 月
18 火 相：行政
19 水
20 木
21 金 児：避難訓練
22 土 児：トランポリンを楽しもう
23 日 勤労感謝の日
24 月 振替休日
25 火

26 水 傾聴サロン
夜間納税相談

27 木
28 金 図：館内整理（休館）
29 土
30 日

※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

★六ケ所村
◆ガラス越しの音楽会2025ジェイコブ・コーラー
ピアノソロコンサート
・日 時 １２月１９日（金）

開場１８時 開演１８時半
・場 所 六ヶ所村文化交流プラザスワニー
・内 容 YouTube総再生回数１億回超！

総登録者６０万人越の大人気ジャズ・ピアニスト
がクリスマスシーズンに贈る魅惑の音色をお楽し
みください。

■前売券 ５００円
■当日券 １，０００円
■前売券販売開始日 １０月２４日（金）
■プレイガイド
文化交流プラザスワニー
ローチケなど

・問合先 （一財）六ヶ所村文化振興社
☎０１７５－７２－３４００

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

◆問合先
上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771

★小坂町
◆クリスマスマーケットin小坂2025
・日 時 １２月２０日（土）１５時から２０時

１２月２１日（日）１５時から１９時半
・場 所 天使館・小坂鉱山事務所とその周辺
・内 容 12年目を迎える「クリスマスマーケットin小坂」、今

年も開催します！
昨年と同様に土日の２日間開催とし、今年度も「ワ
イナリー創業祭」と同時開催とします。
また、大好評の冬花火も実施予定です。
ぜひ、お越しください。
■クリスマスイルミネーションも開催します。
日時 １２月１日（月）から１２月２５日（木）

１７時から２０時
※期間中の土曜、日曜は天使館周辺のイルミネー
ションに加え、小坂鉱山事務所がライトアップさ
れます。
※１２月１日（月）には、点灯式を企画しておりま
す。

・問合先 小坂町役場 観光産業課 観光商工班
☎０１８６－２９－３９０８

※12/1 〆：固定資産税（４期）
国保・後期・介護（５期）

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
時
刻
11
月
は
15
時
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